
２
０
２
４
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
介
護
現
場
の
「
生
産
性
向
上
」

の
動
き
を
受
け
、
振
り
返
り
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
・
リ
フ
ト
の
活
用
に
関

す
る
取
り
組
み
が
14
件
と
目
立

ち
ま
し
た
。

導
入
検
討
を
含
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
を
話
題
に
し
た
の
は
10
施

設
あ
り
、
利
用
者
・
家
族
の
理

解
も
得
な
が
ら
見
守
り
シ
ス
テ

ム
や
眠
り
ス
キ
ャ
ン
の
導
入
が

進
め
ら
れ
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
カ
ム

や
介
護
ソ
フ
ト
の
導
入
で
情
報

共
有
に
効
果
を
感
じ
て
い
る
施

設
も
あ
り
ま
し
た
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
リ
フ
ト
等

を
導
入
し
、
腰
痛
予
防
の
取
り

組
み
に
言
及
し
て
い
る
の
は
５

件
。
な
か
に
は「
腰
痛
欠
勤
者
０
、

腰
痛
に
よ
る
離
職
者
５
％
以
下
」

と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

る
と
と
も
に
、
リ
フ
ト
等
の
使

用
の
有
無
に
よ
る
業
務
負
担
の

差
を
デ
ー
タ
化
し
、
職
員
の
意

識
変
革
に
つ
な
げ
て
き
た
施
設

も
あ
り
ま
し
た
。

離
職
防
止
や
人
材
補
強
に
つ

い
て
は
８
件
あ
り
、「
産
業
医
と

の
面
談
が
離
職
率
低
下
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」「
主
任
や
副
主
任

の
声
掛
け
や
真
摯
な
指
導
が
若

手
職
員
の
離
職
防
止
に
奏
功
し

た
」
施
設
も
。「
す
き
間
バ
イ
ト

を
活
用
」「
介
護
以
外
の
業
務
に

従
事
す
る
職
員
を
採
用
」「
就
労

支
援
を
受
け
て
い
る
人
を
依
頼
」

な
ど
の
方
法
で
介
護
職
員
の
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
課
題
で
は
物
価
上

昇
に
よ
る
食
材
費
や
施
設
の
老

朽
化
対
応
の
コ
ス
ト
高
へ
の
懸

念
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い

て
は
、
以
前
の
日
常
に
戻
す
べ

く
外
出
支
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
導
入
・
祭
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の

復
活
を
進
め
て
は
い
る
も
の
の
、

面
会
制
限
が
一
部
残
る
施
設
も

多
く
、
完
全
撤
廃
の
時
期
を
模

索
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
ま
し
た
。
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豊中市で
応援隊事業を始動

第
１
３
０
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、Ｏ
｜
ネ
ッ
ト
で
は
豊
中
市
介

護
保
険
事
業
者
連
絡
会
か
ら
委
託
を
受
け
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
促
進

に
つ
な
げ
よ
う
と
、
11
月
に
介
護
職
員
研
修
、
12
月
に
応
援
隊
養
成
講

座
を
豊
中
市
立
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
く
ら
し
か
ん
で
開
き
ま
し
た
。

11
月
14
日
に
実
施
し
た
の
は
、

豊
中
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
働
く
外
国
人
職
員
を
対

象
に
し
た
「
や
さ
し
い
日
本
語

で
学
べ
る
認
知
症
ケ
ア
１
日
研

修
」。
特
養
を
は
じ
め
、
老
健
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
小
規
模
多

機
能
で
働
く
17
人
が
受
講
し
ま

し
た
。

受
講
者
は
介
護
職
経
験
１
年

未
満
が
10
人
、
日
本
語
レ
ベ
ル

も
Ｎ
４
が
10
人
を
占
め
た
た
め
、

講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
が
常

時
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
の
進
行

と
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、

こ
の
研
修
で
交
流
が
深
ま
り
、

最
後
は
記
念
撮
影
を
楽
し
む
姿

も
。
仕
事
の
継
続
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

応
援
隊
活
動
の
担
い
手
を
育

む
「
と
よ
な
か
市
民
の
力
で
支

え
る
！
外
国
人
介
護
ス
タ
ッ
フ

応
援
講
座
」
は
、
12
月
7
・
13
・

20
日
の
全
３
日
間
の
日
程
で
開

催
し
ま
し
た
。
受
講
者
は
6
人

と
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
の

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

「
初
め
て
聞
く
話
が
多
く
、
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
」「
豊
中
市

内
の
事
業
所
へ
の
訪
問
な
の
で

気
軽
に
足
を
運
べ
る
。
ぜ
ひ
携

わ
り
た
い
」
と
、
６
人
全
員
か

ら
活
動
へ
の
意
思
表
示
が
あ
り

ま
し
た
。

Ｏ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
１
月
中

に
受
入
れ
先
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
い
、
当
初
の
目
標
ど
お
り

今
年
度
は
２
月
か
ら
２
か
所
の

事
業
所
で
応
援
隊
活
動
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。

Ｊ
Ｒ
垂
水
駅
か
ら
バ
ス
で
５
分
。

高
丸
陸
（
た
か
ま
る
く
が
）
と
呼
ば
れ
た
丘

陵
地
の
一
角
に
位
置
す
る
「
神
戸
垂

水
ち
ど
り
」。
１
８
４
０
坪
を
超
え
る

敷
地
に
広
が
る
建
物
に
は
全
室
個
室

ユ
ニ
ッ
ト
型
の
特
養

（
定
員
1
0
0
名
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
20

名
）、
介
護
型
ケ
ア
ハ

ウ
ス（
同
60
名
）、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
等
が
併

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
７
月

に
開
設
。
そ
れ
か
ら

わ
ず
か
半
年
、
本
格

的
な
地
域
交
流
を
目
前
に
コ
ロ
ナ
禍

と
な
り
ま
し
た
。
世
間
的
に
自
粛
の

風
潮
が
強
ま
り
、
施
設
も
外
の
世
界

か
ら
閉
ざ
さ
れ
た
よ
う
な
状
態
に
。

「『
入
居
の
方
に
少
し
で
も
健
や
か
な

生
活
を
』
と
の
思
い
で
、屋
上
に
出
て

明
石
海
峡
大
橋
や
淡
路
島
の
絶
景
を

眺
め
た
り
、
散
歩
を
楽
し
ん
だ
り
…
。

閉
塞
感
の
あ
る
日
々
の
中
で
も
、
そ

う
し
た
時
間
を
持
つ
こ
と
で
利
用
者

の
方
々
に
気
分
転
換
を
図
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
」
と
吉
田
幸
太
郎
・
生

活
相
談
員
は
話
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
っ
た
23
年
か
ら

は
、
地
域
の
人
た
ち
に
施
設
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
取
り
組
み
を

開
始
。
と
く
に
施
設
玄
関
前
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
で
開
催
す
る
秋
祭
り
は

年
々
参
加
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
が
暮
ら
し
て
い
る
地
域

だ
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
催
し
に
は
趣
向

を
凝
ら
し
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、

施
設
行
事
担
当
の
川
上
裕
也
さ
ん
。

参
加
し
た
住
民
の
中
に
は
そ
の
後
、

職
員
と
し
て
働
い
て
い
る
人
も
い
る

そ
う
で
す
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
望
む
の
は
、
職

員
の
声
か
け
や
対
応
が
適
切
か
、
気

づ
き
を
率
直
に
話
し
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
。「
利
用
者
の
声
を
橋
渡
し
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
今
後
取
り
組
め

る
こ
と
も
あ
る
。
遠
慮
せ
ず
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
」

施設紹介 74
神戸垂水ちどり

秋祭りでは地域の子どもたちも楽しめる催しを
提供した

第
24
期
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
活
動
（
２
０
２
４
年
10
月
～
25
年
９
月
）
で
は
、１
年
間
の
ま
と
め
と
し
て
、担
当
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
施
設
関
係
者
に
よ
る
「
振

り
返
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
昨
年
８
月
～
９
月
に
か
け
て
各
施
設
で
行
い
ま
し
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
伝
え
ら
れ
た
施
設
の
動
き
・

取
り
組
み
・
課
題
か
ら
、
見
え
て
き
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

振
り
返
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

I
C
T
の
活
用
や
「
持
ち
上
げ
な
い
介
護
」
に
注
力
、
課
題
は
物
価
高

日本語を共通言語に、互いの
意見に耳を傾ける受講者の皆
さん

養成講座で日本語サ
ポート方法を講義する
澤田幸子講師

外国人向け研修と応援隊講座



ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

青
木
富
子・荒
木
康
弘・礒
崎
清・宇
都
宮
和
子・岡
田
千
鶴
子・片
田
和
江・川
本
敏
久・

楠
木
鈴
子
・
黒
江
ゆ
り
子
・
小
林
弘
法
・
阪
口
恵
美
子
・
末
澤
克
己
・
藤
井
敬
子
・

松
島
嘉
津
子
・
吉
岡
淳
子
（
以
上
、
敬
称
略
）

オンブズマン研修会・懇親
ワン・ワールド・フェスティ
バル ブース出展（～８日）
おおさか人権フェスタ ブ
ース出展
応援隊ミーティング
オンブズマン 26 期生フォ
ローアップ研修
理事会
第６期応援隊養成講座講義
配信開始
応援隊養成講座演習
第 27 期オンブズマン養成
講座講義配信開始
オンブズマン養成講座演習
応援隊認証式＆顔合わせ
定時総会、第 69 回Ｏ－ネッ
トセミナー
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カレンダー

２
０
０
９
年
に
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護

福
祉
士
候
補
生
の
受
け
入
れ
を

い
ち
早
く
開
始
し
た
宝
塚
ち
ど

り
。
以
来
、
外
国
人
職
員
数
は

徐
々
に
増
え
、
現
在
は
特
養
・
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

併
せ
、
全
介
護
職
員
の
２
割
に
あ

た
る
29
人
が
働
い
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
最
近
課
題
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
比
較
的
入
職

年
数
が
浅
く
日
本
語
に
不
慣
れ

な
職
員
に
み
ら
れ
る
「
分
か
り
ま

し
た
と
返
答
が
あ
っ
て
も
、
実
際

は
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
」
と

い
う
ケ
ー
ス
で
す
。「
こ
れ
ま
で

は
人
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
あ

ま
り
表
面
化
し
な
か
っ
た
が
、
増

加
と
と
も
に
実
感
す
る
場
面
が

増
え
て
き
ま
し
た
」
と
阪
上
知
之

施
設
長
代
理
は
話
し
ま
す
。

内
線
電
話
で
の
応
答
・
連
絡

事
項
や
家
族
か
ら
の
要
望
へ
の
対

応
な
ど
が
、
そ
の
一
例
で
す
。
他

施
設
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
ケ
ー

ス
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

同
施
設
で
は
主
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で

業
務
習
得
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

テ
ィ
ル
ト
式
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
車

椅
子
の
操
作
で
も
同
様
の
課
題

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
前
方

転
落
や
ず
り
落
ち
を
防
ぐ
た
め
、

利
用
者
に
ベ
ル
ト
を
装
着
し
、
片

手
で
利
用
者
の
身
体
を
支
え
な

が
ら
、
も
う
一
方
の
手
で
テ
ィ
ル

ト
レ
バ
ー
を
操
作
す
る
の
が
基

本
。
し
か
し
、
こ
の
「
片
手
操
作

＋
片
手
保
持
」
が
疎
か
に
な
っ
て

い
る
場
面
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

施
設
で
は
、
対
応
の
正
確
性

や
介
助
の
安
全
性
を
維
持
す
る

た
め
、
対
策
を
検
討
。「
連
絡
対

応
に
関
し
て
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
職
員

で
共
有
で
き
る
よ
う
メ
ー
ル
で

周
知
す
る
ほ
か
、
リ
ー
ダ
ー
格
の

職
員
に
伝
え
て
お
く
よ
う
努
め

て
い
ま
す
」
と
松
本
純
子
生
活
相

談
員
。
ま
た
、
車
椅
子
操
作
に
つ

い
て
は
、
口
頭
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に

加
え
、
実
技
を
通
し
て
機
能
訓

練
指
導
員
（
理
学
療
法
士
）
が
説

明
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
掘
り
下
げ
て
伝
え
る
こ
と
で

受
け
手
の
理
解
も
進
む
。
相
談
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も
留
意

し
て
い
ま
す
」

受
け
入
れ
開
始
か
ら
16
年
、

国
籍
に
関
わ
ら
ず
共
に
働
く
土

壌
を
培
っ
て
き
た
同
施
設
。「
日

本
人
職
員
は
全
般
的
に
シ
ン
プ

ル
な
伝
え
方
を
し
て
い
る
が
〈
伝

わ
る
日
本
語 

〉
を
よ
り
促
し
て

い
け
れ
ば
」
と
、
外
国
人
生
活
支

援
担
当
の
栗
本
佳
栄
さ
ん
は
語

り
ま
す
。

日
本
人
同
士
で
も
、
発
信
側
が

「
伝
え
た
」
と
思
い
込
み
、
受
け

手
側
が
「
分
か
っ
た
つ
も
り
」
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
齟
齬
が
生
じ

る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

多
国
籍
の
人
が
働
く
職
場
で

「
伝
え
た
つ
も
り
」「
分
か
っ
た
つ

も
り
」
を
極
力
避
け
る
た
め
に

は
、
受
け
手
に
伝
わ
る
よ
う
「
意

識
す
る
」
こ
と
、
そ
し
て
受
け
手

の
「
今
」（
状
況
・
立
場
・
理
解
度
・

思
い
な
ど
）
を
「
分
か
ろ
う
」
と

努
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
完
璧

に
は
い
か
な
い
け
れ
ど
、
そ
ん
な

姿
勢
に
多
国
籍
化
す
る
介
護
現

場
の
あ
り
よ
う
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

左
か
ら
、
宝
塚
ち
ど
り
の
松
本
純
子
生
活

相
談
員
、
阪
上
知
之
施
設
長
代
理
、
栗
本

佳
栄
外
国
人
生
活
支
援
担
当

介
護
現
場
で
増
加
が
著
し
い
外
国
人
職
員
。Ｏ
ー
ネ
ッ
ト
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
活
動
施
設
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● 早口は控える。とくに内線電話、
　 インカム、会議の際は注意が必要

● 「はっきり言う」「最後まで言う」
　 「短く言う」を心がける

● 言い換えを減らす         
※ 同じもの・ことでも日本語には
　複数の言い方があるが、配慮なく
　使うと混乱させてしまう

● 言葉（日本語）の正確性よりも
　 理解しやすさを優先する

● 図・動画・実物など言葉以外も
　 のも活用する

● こまめに、そして繰り返し、外国
　 人職員の反応を確かめる

外国人職員に配慮した
“ 伝わる”日本語実践法

外国の人たちと交流を始めて 20 数年になります。
我が子が小学生の時、外国の子どもたちと「どのよう
に関わるのかを見たかった」という単純な動機から、高槻とフィリピ
ンの交流に際しホームステイを受け入れました。言葉が分からなくて
も姉妹のように遊んでいる子どもたちに魅了され、それ以来、ほぼ毎年、
ホストファミリーとして、タイ・ベトナム・インド・イラク・中国・韓
国などから訪れた人々と交流してきました。
応援隊のことは新聞で知りました。介護にも興味があったので即応

募。これまで５施設、13 人の外国人職員さんと面談してきました。楽
しく会話し、言葉一つ一つを丁寧に聴きとることを大事にしています。
　なかには膝痛や腰痛で通院し不安を抱えながら働いている方もいま
す。自分も経験があるのでつらい気持ちはよく分かります。気持ちに
寄り添いつつ、前を向いて臨んでいけるよう、精神的な支えになれば
と思っています。

笑顔で接し、言葉を一つ一つ
丁寧に聴き取る

馬場頼子（１期生）

オンブズマンや応援隊として、さまざまなキャリアと経験を持つ
皆さんがＯ－ネットの活動をボランティアで支えています。新しいメ
ンバーも増える中、そうした担い手の皆さんをシリーズで紹介します。

活動の担い手たち <５>
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2019 年 10 月より高齢者施設で介護職として働き始
めました。24 年、新聞でオンブズマン養成講座の記事
を見つけ、「施設と利用者の橋渡し役」というワードに引きつけられ、
普段とは異なる物の見方や考え方をしてみたいと応募しました。
介護以外のバックグラウンドをもつパートナーとの活動は、視点が

違うので気づかされることも多いです。　
利用者とのお話では意見や要望を引き出すのが難しいです。「口にさ

れない何か」をお聴きすることに苦心しています。一方、施設との面
談では、課題について他施設の状況を尋ねられることも。勤務先等で
の工夫を伝え、参考にしてもらえたときはうれしいですね。訪問後、
報告書を提出しますが、事務局から質問などが入るときがあります。
このときが一番緊張します！
オンブズマンを利用して外部の目を入れている施設には「良くして

いこう」という思いを感じます。伝えた案件を進められているのが分
かったとき、私のモチベーションも上がります！

伝えた案件で変化の兆し
モチベーションアップに

野村洋介（25期生）
オンブズマン

応援隊
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